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【本領域の目的】 

東北地方太平洋沖地震（以下、東北沖地震と略
記）は世界の科学者の注目を集め、多くの論文が
出版されているが、未だ多くの謎に包まれている。
その原因は、我々が実は、島弧地殻の基本的な特
性や状態を把握していなかったためであると考え
られる。まるで、気圧や湿度の値も知らずに天気
を予報しようとするようなものであった。本領域
の主な目的は、これまで不明だった応力の絶対値
や日本列島の変形場に関する統一的な描像、それ
らに関連する断層の摩擦係数や地殻・マントルの
粘性係数等の島弧内陸の媒質特性を明らかにする
ことにより、東北沖地震後に生起している諸現象
を統一的に理解することである。 
 

【本領域の内容】 
本領域の基本的な研究戦略は、 

(a)応力・歪・歪速度を観測データに基づき推定、

(b)流体を含む媒質特性とその時空間変化を観

察・観測・実験等により推定、 
(c)これらの知見に基づき数値モデルを構築して

観測データを再現し、モデルの検証を行う 
というものである。東北沖地震による大きな変動

を活用して、これまで解明が難しかった難問に挑

む。下記の２つの研究が主な内容となる(図 1)。 
(1) 応力場の理解 
 地震学的な手法により応力の絶対値、および間

隙水圧と摩擦係数の関係を推定、観察と観測によ

り断層帯の構造や変形特性を推定、岩石変形実験

より断層の摩擦や断層岩の変形特性を推定、地殻

流体の観測等を参照して媒質特性を推定、これら

の知見に基づく断層帯の数値モデルを構築して、

観測された応力場を再現する。 
 
図 1 本領域の主な研究内容(島弧内陸の断面を

模式的に示した) 

(2) 歪速度場の理解 
測地学的・地質・地形学的な手法により短期・

長期的な歪・歪速度場を推定、天然の変形岩の観

察および岩石変形実験により下部地殻・上部マン

トルの変形特性を推定、トモグラフィーデータ等

から岩質や地殻流体の分布を推定、数値シミュレ

ーション等により地殻流体の分布と温度構造を推

定、(1)により推定された絶対応力場を参照、温度

や水の効果および過渡的応答を考慮した変形シミ

ュレーションにより、観測された歪・歪速度場を

再現する。歪=弾性歪+非弾性歪であるが、地震発

生域では非弾性歪（非弾性変形）が無視されるこ

とが多かった。本領域では両者の分離を試みる。 
 

【期待される成果と意義】 
 本領域により、日本列島の内陸において、応力・
歪・歪速度とそれに関係する媒質特性についての
正しい理解が得られるものと期待される。プレー
トテクトニクスはそれまでの地球観を一新し様々
な現象を統一的に説明したが、局所的な非地震
性・非弾性的な変形など、説明が面倒な現象は無
視され、それらを駆動するプロセスもほとんど検
討されて来なかった。本領域の発展により、新た
な島弧地殻像が形成され、その中で地震現象等を
適切に位置づけることにより、島弧の変動や地震
の発生についての正しい理解が得られるものと期
待される。そして、この理解が正しければ、今後
発生する現象を適宜「診断」することが可能とな
る。 
 

【キーワード】 
応力: 岩盤中で働く力。液体中の圧力と同じよう
に、ある面に働く力として定義される。驚くべき
ことに、現在のところ、断層に加わる応力の大き
さは桁でも不明である。これまでは岩石摩擦実験
結果から類推されていたが、本領域では高密度の
地震観測データから推定する。 
非弾性歪: 応力が加わると岩盤は歪むが、その歪
には、加えられた応力が抜けると元に戻る弾性的
な歪と元に戻らない非弾性歪の両方が含まれる。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 
  1,000,000 千円 
 

【ホームページ等】 
http://cd.dpri.kyoto-u.ac.jp 


